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環境行動計画のあゆみ
大和ハウスグループでは、環境長期ビジョンの実現に向け、環境長期ビジョンからバックキャスティング（逆算）した、2030年

のマイルストーンを設置し、中期経営計画の対象期間に合わせて、およそ3〜5ヵ年ごとに具体的な目標と計画を「エンドレス グリー
ン プログラム（EGP）」として策定し、活動を推進しています。

　 w 環境行動計画

環境行動計画の全体像
EGPでは、ステークホルダーの関心度および事業との関連性が高い「4つの環境重点テーマ」を特定し、これらに対して「調達」「事業活

動」「商品・サービス」の3つの段階において取り組みを進めます。

マテリアリティと第7次中期経営計画および、 
環境行動計画のつながり

当社グループでは、 “将来の夢”を実現するために取り組
むべき課題（マテリアリティ）を2022年度に設定。うち一つ
は、「サーキュラーエコノミー＆カーボンニュートラル」で
す。これらのマテリアリティをふまえ、策定した第７次中
期経営計画（2022 〜 2026年度）では、重点テーマの一つに

「すべての建物の脱炭素化によるカーボンニュートラルの実
現」を掲げました。

また、第7次中期経営計画と合わせて策定した「EGP2026」
では「気候変動の緩和と適応」「資源循環」を含む4つのテー
マを環境重点テーマとしてKPIを定め、取り組みを推進し
ています。

　P008　マテリアリティと特定プロセス

環境行動計画（エンドレス グリーン プログラム）

「エンドレス グリーン プログラム 2026」の重点方針

エンドレス
グリーン 
プログラム 2026

2050年カーボンニュートラル
実現に向けたバリューチェー
ン全体での脱炭素の推進

エンドレス
グリーン 
プログラム 2021

SBT、EP100、RE100の達
成に向けた省エネ、創エ
ネ、CO2削減の推進

全グループ会社
（国内・海外）

CO2ダブルスコア
の達成

エンドレス
グリーン
プログラム
2010

企業市民としての社会的責任

環境自主
行動計画

環境行動計画
2005

住宅現場の
ゼロエミッション達成

ISO14001の
認証取得

全グループ会社
（国内・海外）

環境保全
環境と企業収益の両立
環境経営

グループ13社
当社を含む
グループ3社

1998 2005 2008 2011 2021 2026 2030 20552050

環境
長期ビジョン

マイル
ストーン

●  “まちづくりのカーボンニュートラル ” 実現に向けて、すべての
事業において原則、全棟 ZEH・ZEB 化、全棟太陽光発電搭載
を推進する

●  サプライヤーと「カーボンニュートラル」「森林破壊ゼロ」「ゼ
ロエミッション」の方針を共有し、環境を起点にサプライチェー
ンの強靭化を図る

●  “ 事業活動のカーボンニュートラル ” 実現に向けて、新築自社
施設を原則全棟 ZEB 化するとともに、2025年度の RE100
達成を目指す

●  ESG 評価のさらなる向上に向けて、社会・ステークホルダー
の期待に応える取り組みを強化する（環境貢献型事業の拡大、
気候変動リスクへの適応）

●  「EGP2026」を“より早く” 実践するため、環境経営基盤を整
える （環境マネジメント体制の強化、環境人財の育成）
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